
■ 試験目的、ご相談に至った経緯
例）・製品にカビのような黒い異物が発生したためカビかどうか確認して欲しい。

・製品に白っぽいカビが生えたため種類を調べたい。
・製品にカビが生えたので、試験とともに対策を相談したい。 など

■ サンプルの素材
例）・木材(スギ)で作ったキッチン用品

・ナイロンでできたファッション雑貨
・塩化ビニルでできたケース

■ サンプルの大きさ、厚み
例）縦○○cm×幅○○cm×厚○cm、カビ試験用に切り取り可能

■ カビを発見するまでの経緯
例）・1年間ほど倉庫に保管していた製品を検品したところカビが生えていた。

・2021年に製造し2022年に納品した製品について、
納入先から新品なのにカビが生えているとクレームがあった。

■ その他 質問や伝達事項がございましたらお知らせください。

カビの分離・同定試験

お問合せ先

地方独立行政法人東京都立産業技術研究センター
相談支援係 総合支援窓口

電話番号：03-5530-2140
メールフォーム：こちらのページの「技術相談受付フォームはこちら」より
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製品に発生したカビの種類を調べることができます。

カビの発生原因・対策についてもご相談ください。

試験のご相談は、メールフォームもしくは電話などで受け付けております。

メールフォームでは、下記項目について可能な範囲で具体的にご記入ください。

https://www.iri-tokyo.jp/service/testing/testing-flow/
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